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ユーラシアグループの2022年10大リスク

                                   　　                                      　　
　国際政治学者イアン・ブレマー率いる、ユーラシアグループが、1月4日に2021年の世界10大リスクを発表した。ユーラシアグループ|トップリスク 2022 (eurasiagroup.net)
順番に(まだ正式な同社による和訳はなく、報道等には掲載はある)、①ノー・ゼロコロナ(中国等混乱)、②巨大IT企業の影響が強まる世界、③米中間選挙(政治への信頼低下)、④中国内製(習近平に対するチェック機能なし)、⑤ロシア(ウクライナ侵攻と米ロ関係悪化)、⑥イラン(核合意を巡る緊張)、⑦脱炭素政策とエネルギー政策の衝突(価格高騰とインフレ、市場不安定化)、⑧世界の力の空白地帯(アフガン、イエメンのテロ組織、ミヤンマー等難民と内戦、⑨価値観の衝突に敗れる多国籍企業(環境や人権問題対応でコストアップ)、⑩トルコ、である。この中で、特に、日本に直接影響がありそうなのは、①、②、③、④、⑦、⑨であり、コロナや米中、巨大ITは昨年も出てきたテーマであって、リスクは既に意識されているから、VUCA的なリスクではないかもしれない。⑤、⑥、⑧、⑩は、評価が難しい。毎年、トルコ、中東は出てくるが、アジアの北朝鮮、台湾が、出てこない(欄外言及)のは、欧米中心だからか。また、サプライチェーン問題や、新しい資本主義が出てこないのは、範囲外だからか。本文には興味深い図表もある。下記は②に関し、テック企業をグローバリスト、テクノユートピア、ナショナルチャンピオンに分類している。
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Source: Eurssia Group.




　昨年は、①米46代大統領と分断、②長引くコロナ禍、③気候問題と国際政治空白、④米中緊張拡大、⑤グローバルデータビジネスのツケ、⑥サイバー紛争本格化、⑦トルコ、⑧原油安と中東、⑨メルケル退任後の欧州、⑩中南米の失望、であった。この中では、結果論だが、①、②、③、④、⑤は、大方の想定範囲だろうし、⑥や⑨は、むしろ、幸いにも落ち着き、⑧がむしろ逆であった。
教授&アナリスト　若林秀樹
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